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1緒　　　　　言

サイレージ用トウモロコシに対する堆肥の施用限界を明

らかにするため，施用量が収量及び硝酸態窒素含有率に及

ぼす影響を，3年間連続施用して検討することとした。こ

こではその初年目の成績について報告する。

2　試．験　方　法

M　試験期間：1986年5月9日～9月3日

は）試験場所：秋田県畜産試験場内。約10年経過した採

草地を4月に耕起し，試験圃場とした。

（3）材料及び栽培方法：供試トウモロコシは極早生タイ

プのディ7（RM88）で，5月7日に播種した。栽植密度

表1生育特性及び収量

は10β当たり7，000本（条間75（刀，株間19cm）とした。土

壌改良資材として10α当たり炭カル30Myと熔燐60句を散

布した。基肥として10β当たりN，BO5，K20を12，

24，12毎施用し，追肥は行わなかった。堆肥は1986年産の

牛糞堆肥（水分72％，N2％／DM）を用い，刈取は8月

11日の乳熟期と，9月3日の黄熟期に行なった。

（4）試験区の構成：堆肥施用量を10〃当たり0，5，10，

15，及び20曇の5水準とし，1区画187ばの2反復で実施した。

3　結果及び考察

日）収量

黄熟期に調査した生育特性と収量は表1に示すとおりで

ある。

堆 肥 量
絹 糸
抽 出 期

梓　 長 者 雌 穂 高
着 雌 穂
高 率

生 草 収 量 乾 物 収 量
雌 穂 乾 物
収　 量

雌 穂 率

（J ／ 1 0 ♂ ） （月 ．日 ） （〃 ） （（¶ ） （％） （吻 ／1 0 ♂ ） （匂 ／1 0 〃 ） （旬 ／1 0 〃 ） （％）

0 7 ．2 8 2 1 3 7 6 3 5 ．8 5 ，3 6 8 1 ，8 4 1 9 0 9 4 9 ．4

5 5 7 ．2 7 2 2 5 8 9 3 9 ．6 5 ，6 0 7 1，9 3 7 9 3 6 4 8 ．3

1 0 7 ．2 4 2 3 5 9 7 4 1．3 6 ，3 8 2 2 ．0 2 6 9 6 1 4 7 ．4

1 5 7 ．2 3 2 4 2 9 8 4 0 ．7 6 ．1 1 1 2 ．0 3 0 9 9 5 4 9 ．0

2 0 7 ．2 3 2 5 0 1 0 7 4 2．6 6 ．3 0 5 2 ，0 7 6 1，0 2 9 4 9 ．6

初期生育は堆肥施用量が多いほど良い傾向がみられた。

梓長及び着雌穂高は堆肥の施用量が増すにつれて高くな

り，者雌穂高率も同様の傾向を示した。

生草収量は堆肥の施用量が10tに達するまでは増加した

が，それ以上施用しても増加はしなかった（p＞0．05）。

一方，乾物収量は堆肥の施用量が増すにつれて多くなる傾

向を示し，施用量10曇までは直線的に，それ以上は緩やか

に増加した。雌稜乾物収量も堆肥の施用量が多くなるのに

伴いやや増加する傾向を示した。

（2）硝酸態窒素含有率

硝敢態窒素含有率は乳熟期と黄熟期に部位別に測定した。

その場合，葉と茎は地ぎわから50cmの高さで下部と上部と

に分け．萄皮及び穂柄は茎の上部に加えて調査した。結果

は表2，3に示すとおりである。

1）乳熟期の硝酸態窒素含有率：全ての部位で堆肥の

義2　堆肥量による部位別硝酸態窒素含有率の

変化（乳熟期）　　　　　（乾物中％）
（禦 謁 章一下部 彙一上部 茎一下部 茎 一上部 雌　 穂 全　 体

0 0．11 0．05 0．37 0．08 0．004 0．12

5 0．28 0．08 0．70 0．11 0．005 0．2 1

10 0．38 0．09 0．8‘ 0．13 0 ．005 0．22

15 0．52 0．10 0．88 0．17 0．006 0．24

20 0．58 0．1 1 1．06 0．17 0 ．006 0．26

表3　堆肥量による部位別硝酸態窒素含有率の
変化（黄熟期） （乾物中％）

・≡ j ・・l ノ
葉 一下 部 葉 一上 部 茎 一 下 部 茎 一 上 部 雌　 穂 全　 体

0 0 ．0 2 0 ．0 2 0 ．2 0 0 ．0 4 0 ．0 0 2 0 ．0 3

5 0 ．0 2 0 ．0 2 0 ．3 4 0 ．0 4 0 ．0 0 4 0 ．0 5

1 0 0 ．0 4 0 ．0 2 0 ．4 8 0 ．0 8 0 ．0 0 4 0 ．0 7

1 5 0 ．0 8 0 ．0 2 0 ．7 6 0 ．0 8 0 ．0 0 2 0 ．1 2

2 0 0 ．0 4 0 ．0 2 0 ．8 0 0 ．1 0 0 ．0 0 2 0 ．1 2
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施用量が増すにつれて硝酸態窒素が増加した。部位別には

茎一下部＞彙十下部＞茎一上部＞章一上部＞雌穂の順とな

り特に茎の下部は著しく高かった。硝酸態窒素含有率が乾

物中0．2％以上になると家畜にとって危険とされている

がト3），茎一下部の含有率はすべての区で，糞一下部及び

全部位をこみにしたものは5f以上の施用で，0．2％を越

えていた。

2）黄熱期の硝酸態窒素含有率：乳熟期に比べてすべ

ての部位で硝酸態窒素含有率が低下した。特に葉では％～

垢に減少し．全部位の含有率ほ乳熟期の％一％となった。

彙一上部及び雌穂を除いて堆肥の施用量が増すにつれて，

含有率は増加した。部位別の含有率が0．2％を越えたのは，

5£以上施用した場合の茎一下部だけで．全部位の含有率

が0．2％を越えた区はなく，15及び20f区でも0．12％であっ

た。

ほ）硝酸態窒素の集積皇

黄熟期の硝酸態窒素集積量を表4及び図1に示した。

表4　黄熟期の硝酸態窒素の集積量
（ダ／10〃　％）

r溺 県
藻 一下部 頚 一上部 要 一下 部 茎 一上部 雌　 穂 全　 体

0
10 5 2 423 125 18

‘2 8（2．8 ） （14 ，2 ） （1 1，5 ） （2 1．‘〉 ‖ 9 ．9 ）

5
9 57 87‘ 129 3 8

1．10 9（2 ．2 ） （14 ．8 ） （1 3．3 ） （20 ．7 ） （4 9，0 ）

10
13 0 0 1．2 18 2 12 3 9

1．542
（1．‘） （14 ．7 ） （1 2．7 〉 （2 2．6 ） 日 8．4 ）

15
26 59 2 ．0 0‘ 269 20

2．380
日 ．‘） （14．4 ） （13 ．0 ） （2 2．2 ） （4 9．8 ）

20
13 57 2 ．0 10 34も 2 1

2．447（1．‘） （13 ．6 ） （12 ．1 ） （2 2．5 ） （5 0．2 ）

注．（）は乾物構成比

0　　　　　　5

NO1－N含有t（l00g／108）
10　　　　15　　　　　28

、r－　＿‥皿

国華柑　t蒙と耶　□菓下部　国事上部　∈∃雌穐

図1黄熟期のNO3－N集積量

硝酸態窒素の集積量は堆肥の施用量が増すにつれて多く

なり，15t区ではO t区に比べ約3．8倍，5t区に比べて

も2倍以上になった。部位別では，集積量の87－96％が茎

に集中し，特に乾物重の12－13％を占める茎の下部には67

－84％が集中した。彙全体及び雌穂における集積豊は，堆

肥の施用量に関係なくはば一定した値を示した。硝酸態窒

素摂取量の危険限界は．体重100辱当たり8．2タと報告さ

れているがl）．集積量が最も多かった黄熟期の20f区につ

いて成牛の摂取量を試算すると．体重100掬当たり1．2g

程度となり危険限界の約抑ことどまった。

以上のように，栽培1年目の乾物収量は堆肥の施用量が

10fまでは増加したが，それ以上施用しても増収は期待で

きず，硝酸態窒素が著しく増加する傾向を示した。栽培1

年目には堆肥は10tまでは施用してもよいと考えられる。

4　要　　　　　約

堆肥の施用量がサイレージ用トウモロコシの収量及び硝

酸態窒素の含有量に及ぼす影響について3年連用により検

討中である。1年目には以下の結果が得られた。

①　乾物収量は堆肥の施用量が10tまでは直線的に増加

したが，10土以上施用の効果は少なかった。

⑧　乳熟期の硝酸態窒素含有率は，堆肥の施用量が増す

につれて高くなった。糞と茎の下部及び全部位の含有率は

5曇以上の施用で0．2％を越えたが黄熟期には低下し0．2％

越えたのは茎の下部だけであった。

⑨　硝酸態窒素の集積星は堆肥量が増すにつれて高くな

り，15以上の施用で高い値を示した。
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